
東温市事務事業評価シート　平成22年度実施事業対象

№ ― 6

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

21 22 23

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 3 4

023 2001 事務事業名 体育施設管理運営事務 細事務事業名

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 生涯学習課 係　　名 社会体育係 電話番号

施設の維持管理 事業運営方法 直営・一部委託 実施計画 該当

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ５ 生涯スポーツの振興 主要施策 （２）スポーツ施設の整備充実・有効活用

事業区分

事業の対象 市民等 根拠法令

事業の目的 最終的
市民等の健康増進、地域連帯感の醸成及び体育振興
による交流を図るため体育施設を設置し、管理運営を
行っています。

今年度

活動内容

体育施設利用の受付を行います。 利用が重複しないよう、使用予定等の管理をします。

施設や設備の修繕、点検を行います。
ツインドーム、トレーニングセンター及び川内体育センターの管理
運営業務を指定管理者へ委託します。

利用者が安全に利用できるよう、備品の購入・入替を進めま
す。

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成21年度 平成22年度 平成23年度 最終目標

使用料 使用料の収入の年間積算 千円
24,009 24,026 23,889 25,000

26,432 22,200

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 53,398 49,553 51,937

計(Ａ) 53,398 49,553 51,937

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.700 5,288 0.700 5,277 0.700 5,174

臨時職員工数・経費 0.300 513 0.300 511 0.300 504

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 59,199 55,340 57,615

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 社会体育係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性 今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

必要性
健康維持・増進、体力向上に対する関心が益々高まる中、体育施設の整備充実を図り、市民の方々にスポーツ活動及び健康づくりに励んでいた
だくことは大切です。

有効性 市内体育施設を利用して市民大運動会や市民バレーボール大会等の各種大会を開催しており、地域コミュニティの活性にも繋がっています。

達成度
各体育施設とも利用申込は大変多く、市民の方々のニーズは高いことが伺えます。また、施設予約システムを導入していることも利用率の向上に
寄与しています。

必要性 有効性

効率性 既に３体育施設の管理運営業務を指定管理者へ委託しております。民間企業のノウハウを活用し、サービスの向上や経費削減に努めています。

当面の
課　題

トレーニングセンターの経年劣化が激しく、窓枠やひび割れから雨水が入っています。
ツインドームのトレーニング機器を更新する必要があります。
トレーニングセンターと川内体育センターの利用時間区分に無駄が多い点があります。

改　革
計　画

トレセンは順次雨水対策を講じます。トレーニングセンターと川内体育センターの利用時間については、今後関係団体と協議する必要がありま
す。

達成度 効率性 今後の方向性 現状維持

二次評価で
の指摘事項

利用者の立場に立った安全な、管理運営を行ってください。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ



東温市事務事業評価シート　平成22年度実施事業対象

№ ― 8

17 年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

21 22 23

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

023 2010 事務事業名 市民大運動会開催事業 細事務事業名

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 生涯学習課 係　　名 社会体育係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営・一部委託 実施計画 該当

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ５ 生涯スポーツの振興 主要施策 （４）スポーツ活動の普及促進

事業区分

事業の対象 市民(37分館を対象) 根拠法令

事業の目的 最終的
全市民を対象とし、健康増進と市民相互の親睦・交流を
深めます。

今年度 継続して開催します。

活動内容

リレー・綱引き・玉入れなどの分館対抗種目 参加分館、参加者個人への参加賞の交付

子どもから高齢者まで広く参加できる種目 シャトルバス運行や仮説トイレ設置などのサービス

昼食・休憩時間帯を活用したアトラクション

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成21年度 平成22年度 平成23年度 最終目標

参加分館数
市内全域を対象とし、全37分館
の参加を目指しています。

分館
37 37 37 37

33 33

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 800 1,000 1,000

一般財源 1,784 2,064 2,983

計(Ａ) 2,584 3,064 3,983

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 1.400 10,576 0.269 2,028 0.269 1,988

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 13,160 5,092 5,971

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 社会体育係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性 今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

必要性 幅広く市民誰もが参加できるイベントとして必要です。

有効性 市民の健康増進と親睦・交流を深めるイベントとして有効です。

達成度 毎回多くの参加をいただいておりますが、一部に参加が困難になった地域(分館)がみられます。

必要性 有効性

効率性 大勢の職員の協力が必要ですが、市の一大イベントとしては、効率的です。

当面の
課　題

高齢化が進み参加が困難になっている地域がみられます。また、参加している地域においても、参加者の固定化がみられます。

改　革
計　画

シャトルバスのルートや便数に配慮し、多くの参加が得られるよう努力します。また、参加者のニーズを把握し、種目等に少しずつ改善を加え、マ
ンネリ化の防止に努力します。

達成度 効率性 今後の方向性 現状維持

二次評価で
の指摘事項

市主催の一番大きな行事として、市民間の交流に寄与してください。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ



東温市事務事業評価シート　平成22年度実施事業対象

№ ― 8

17 年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

21 22 23

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 3 4

3 4 3 4

023 2017 事務事業名 各種スポーツ大会等開催事業 細事務事業名 東温市民バレーボール大会事務

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 生涯学習課 係　　名 社会体育係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画 該当

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ５ 生涯スポーツの振興 主要施策 （４）スポーツ活動の普及促進

事業区分

事業の対象 スポーツに興味を持っている市民 根拠法令

事業の目的 最終的
分館行事に参加する市民は偏りがみられます。スポー
ツを通じて、東温市のスポーツの普及促進、分館行事
への参加のきっかけになるよう努めます。

今年度 継続して開催します。

活動内容

バレーボール・レクレーションバレーボール大会

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成21年度 平成22年度 平成23年度 最終目標

参加人数 実績／目標 人
1,000 1,000 1,000 1,000

850 850

参加分館 実績／目標 分館
37 37 37 37

33 33

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 794 925 1,076

計(Ａ) 794 925 1,076

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.167 1,262 0.215 1,621 0.215 1,589

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 2,056 2,546 2,665

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 社会体育係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性 今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

必要性 広く一般住民が参加できるように、参加資格等検討する余地があります。また、過疎の分館も参加できるよう検討が必要です。

有効性 レクレーションバレーボールでは、普段スポーツに親しんでいない人にとっても、参加のきっかけ作りになっています。

達成度 普段、分館行事に積極的でない人にとっても、参加しやすい大会です。

必要性 有効性

効率性 現在の方法が最良であると考えます。

当面の
課　題

普段、スポーツに親しんでいない人、分館活動に積極的でない人にも、広く参加していただきたいと思います。

改　革
計　画

参加資格などの見直しを検討します。

達成度 効率性 今後の方向性 現状維持

二次評価で
の指摘事項

大会は継続して続けることが大切であるため、参加し易い要綱作りに努め、分館内での繋がりを深めることができる事業にしてくださ
い。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ



東温市事務事業評価シート　平成22年度実施事業対象

№ ― 8

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

21 22 23

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 3 4

4 4 3 4

023 2018 事務事業名 各種スポーツ大会等開催事業 細事務事業名 東温市民ソフトボール大会事務

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 生涯学習課 係　　名 社会体育係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画 該当

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ５ 生涯スポーツの振興 主要施策 （４）スポーツ活動の普及促進

事業区分

事業の対象 スポーツに興味を持っている市民 根拠法令

事業の目的 最終的
東温市のスポーツ普及促進や分館活動へ参加のきっか
けになるよう努めます。

今年度

活動内容

ソフトボール大会（スローピッチ）

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成21年度 平成22年度 平成23年度 最終目標

参加人数 実績（人） 人
600 600 600 600

510 520

参加分館 実績（分館） 分館
37 37 37 37

29 30

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 496 526 744

計(Ａ) 496 526 744

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.125 944 0.188 1,417 0.188 1,390

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 1,440 1,943 2,134

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 社会体育係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性 今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

必要性 多くの市民が参加し、各分館の間で交流が行われています。

有効性 スローピッチを採用して、親しみやすくスポーツを始めるきっかけになっています。

達成度 普段からあまり運動をされない市民や分館活動に参加されない市民にとって参加しやすい大会です。

必要性 有効性

効率性 現在の方法以外でコストダウンの方法はありません。

当面の
課　題

日頃、あまりスポーツや分館活動を行っていない人たちに多く参加いただくことが課題です。

改　革
計　画

より多くの市民が参加できるように要綱等の見直しを検討します。

達成度 効率性 今後の方向性 現状維持

二次評価で
の指摘事項

伝統ある大会とするため、内容を工夫し継続して実施してください。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ



東温市事務事業評価シート　平成22年度実施事業対象

№ ― 8

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

21 22 23

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 3 4

3 4 3 4

023 2019 事務事業名 各種スポーツ大会等開催事業 細事務事業名 東温市スノーボード教室委託事務

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 生涯学習課 係　　名 社会体育係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 全部委託 実施計画 該当

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ５ 生涯スポーツの振興 主要施策 （４）スポーツ活動の普及促進

事業区分

事業の対象
スノーボードを行うのが初めてで、興味を持っている小中学
生。

根拠法令

事業の目的 最終的
東温市に西日本最大級を誇るアクロス重信が立地して
いるという好条件を生かし、スノーボード人口の裾野を
広げるように努めます。

今年度

活動内容

スノーボード入門教室

スノーボード初級教室

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成21年度 平成22年度 平成23年度 最終目標

参加人数 実績（人） 人
30 30 30 ↑

17 16

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 116 115 0

計(Ａ) 116 115 0

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.083 627 0.083 626 0.083 614

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 743 741 614

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 社会体育係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性 今後の方向性 方法改善

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

必要性 東温市内に西日本最大級の施設があり、小中学生にスノーボードの裾野を広げるために必要です。

有効性 多くの小中学生に参加してもらうことでスノーボード人口を増加が図れます。

達成度 より多くの小中学生が参加できるように周知方法等を検討します。

必要性 有効性

効率性 現在の方法以外でコストダウンはありません。

当面の
課　題

参加者の増加を図るのが課題です。

改　革
計　画

周知方法等を検討します。

達成度 効率性 今後の方向性 現状維持

二次評価で
の指摘事項

スノーボード人口を増やす方法を考えてください。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ



東温市事務事業評価シート　平成22年度実施事業対象

№ ― 8

17 年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

21 22 23

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4 今後の方向性 現状維持

二次評価で
の指摘事項

子供の数が減少し、参加チームの確保が困難な競技もありますが、参加者の意見も聞いて継続して実施してください。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

効率性 ＰＴＡ主催による運営で経費節約など運営の効率化に努めています。

当面の
課　題

スポーツを通じて、市内各小学校の親睦交流や異年齢交流、そして、家庭や学校だけでは体験できないものもあり、青少年の健全育成に大いに
貢献しています。しかし、スポーツ種目については、特殊であるため参加の少ないものもあります。

改　革
計　画

参加の少ない種目の見直し・検討を行います。

達成度 効率性

必要性
スポーツを通じて、市内各小学校の親睦交流や異年齢交流、そして家庭や学校だけでは体験できないものもあり、青少年の健全育成に大いに
貢献しています。

有効性 小学生がスポーツに親しむ機会を提供し、生涯スポーツの振興に成果を上げています。

達成度 チーム数が減少していますが、チーム構成には幅があり、参加者数はほぼ横ばいです。

有効性 達成度 効率性 今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 798 1,438 1,574

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 社会教育係
総　合
評価点

Ａ 必要性

0.161 1,190

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

計(Ａ) 171 224 384

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.083 627 0.161 1,214

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 171 224 384

年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

平成 年度決算 平成 年度決算 平成

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

35

最終目標

参加チーム数 参加チーム数 チーム
50 50 50 50

34

ミニバスケットボール

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成21年度 平成22年度 平成23年度

事業の目的 最終的
スポーツを通じて、心身ともにたくましい児童の健全育
成を目指すとともに、市内児童の親睦交流を図ることを
目的としています。

今年度 ７月２５日（日）４種目４会場で実施

活動内容

キックベースボール ドッジボール

ソフトボール

（４）スポーツ活動の普及促進

事業区分

事業の対象 市内小学生（原則として４・５・６年生） 根拠法令

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ５ 生涯スポーツの振興 主要施策

該当

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 生涯学習課 係　　名 社会教育係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

023 2020 事務事業名 各種スポーツ大会等開催事業 細事務事業名 東温市こどもスポーツ大会事務



東温市事務事業評価シート　平成22年度実施事業対象

№ ― 8

20 年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

21 22 23

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 2 4

4 4 2 4

023 2021 事務事業名 各種スポーツ大会等開催事業 細事務事業名 東温市ボート教室事務

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 生涯学習課 係　　名 社会体育係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画 該当

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ５ 生涯スポーツの振興 主要施策 （４）スポーツ活動の普及促進

事業区分

事業の対象 ボート競技に興味を持つ市内の小学生 根拠法令

事業の目的 最終的
ボート競技の底辺拡大や青少年の健全育成を図りま
す。また、ボート競技練習場としての利用の定着化を図
ります。

今年度
松山市民レガッタの開催に併せ「子どもボート体験教室」を開
催します。

活動内容

佐古ダムボート練習場で、愛媛大学ボート部員の指導による
ボート体験教室を開催します。

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成21年度 平成22年度 平成23年度 最終目標

教室参加者
安全に運営するため人数を制限
し参加者を募ります。

人
40 40 30 30

42 35

練習場利用団体
高校・大学ボート部等を単位と
した利用の拡大を図ります。

団体
0 5 5 5

0 0

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 73 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 73 242 96

計(Ａ) 146 242 96

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.083 627 0.054 407 0.054 399

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 773 649 495

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 社会体育係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性 今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

必要性 ボート競技の振興、競技者の底辺拡大を図るうえで、体験教室の実施は有効です。

有効性 普段なじみの薄いボート競技を気軽に体験してもらえる教室の開催であり、有効です。

達成度
体験教室は、参加する子ども達の安全性を確保するため、参加人数を制限しています。
施設整備が十分でないため、練習場としての利用には至っていません。

必要性 有効性

効率性 ボート競技者等の積極的な協力が得られており、体験教室は効率的に開催できています。

当面の
課　題

ボート体験教室の開催だけでは、ボート競技の大きな普及は望めません。
せっかく整備した施設なので更に有効な活用に努めます。

改　革
計　画

目的に沿ったボート体験教室の開催は継続します。
艇庫が整備されたので、近郊の高校や大学のボート部へ働きかけ、ボート競技練習場としての利用を促進していきます。

達成度 効率性 今後の方向性 現状維持

二次評価で
の指摘事項

せっかく整備したボート練習場です。ボート競技者人口の増加に期待します。
また、青少年の健全育成のために有効に活用してください。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ



東温市事務事業評価シート　平成22年度実施事業対象

№ ― 8

20 年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

21 22 23

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 3 4

4 4 4 4

023 2022 事務事業名 各種スポーツ大会等開催事業 細事務事業名 東温市健康マラソン大会事務

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 生涯学習課 係　　名 社会体育係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画 該当

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ５ 生涯スポーツの振興 主要施策 （４）スポーツ活動の普及促進

事業区分

事業の対象
スポーツに興味を持っていたり、スポーツを始めようと思っ
ている市民。

根拠法令

事業の目的 最終的

分館対抗のスポーツ行事に参加する市民に偏りがあり
ます。しかし、一人からでも出来るマラソンを通じてス
ポーツ活動の普及促進や更には、分館活動への参加
のきっかけになるように努めます。

今年度

活動内容

２ｋｍ、４ｋｍマラソン大会

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成21年度 平成22年度 平成23年度 最終目標

参加人数
２kmマラソン参加人数＋４kmマ
ラソン参加人数実績（人）

人
300 300 400 ↑

278 307

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 25 128 91

計(Ａ) 25 128 91

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.083 627 0.188 1,417 0.188 1,390

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 652 1,545 1,481

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 社会体育係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性 今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

必要性 市民マラソン大会は、ニーズが高く、市民のスポーツ振興に必要な事業です。

有効性 比較的短い距離ですので、普段あまりスポーツを行っていない人にとって参加して、スポーツを行うきっかけ作りになります。

達成度 より多くの市民に参加してもらうために周知方法等を検討します。

必要性 有効性

効率性 現在の方法以外でコストダウンはありません。

当面の
課　題

短距離で気軽に始められるので、より多くの市民に参加していただけるような仕組みづくりが課題です。

改　革
計　画

より多くの市民に参加してもらうため、周知方法等を検討します。

達成度 効率性 今後の方向性 拡大・充実

二次評価で
の指摘事項

走る事に興味を持っている人は増えています。参加者のニーズにあった、コースを検討してください。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ


